
筑波大学体育科学系紀要 Bull．Inst．Health＆SportSci．，Univ．ofTsukuba26：135－137，2003．  135  

インターネットを利用した水泳指導・学習支援システムの構築  

－マルチメディア技術の導入－  
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ConstructionofComputerAssistedInstructionWebSystemforSwimmlng  

Instruction：IntroducingMultimediaTbchnology  
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ある「けのび」についての学習支援動画コンテン  

ツを作成した。作成された各動画コンテンツを水  

泳学習支援WebSiteに掲載した。学習者が必要と  

する支援情報にたどりやすくするために、動画コ  

ンテンツを目的別に分別し、ハイパーリンク権能  

を用いページの振り分けを行った。   

各動画コンテンツは、筑波大学屋内プールの水  

中窓より水中映像を、水上映像はプールサイドよ  

りデジタルビデオカメラ（EVI－D30，Sony．Corp．）  

にて撮影した。撮影したビデオ映像はPC（Vaio  

PCG－Z505VR／K，Sony．Corp．）にi－1inkケーブルを  

通して取り込み、動画編集ソフト（Movidh止er2．0，  

Sony．Corp．）にてWeb再生可能な動画形式（MPEGl  

形式）に変換した。各動画コンテンツの容量は2  

～3MBとした。   

2）対 象   

本研究では、先進的にインターネットを利用し  

ているT市内小学校1校6年生を対象とした。対  

象校の内1組を水泳学習支援WebSiteを利用する  

インターネット利用群（39名）、2組を水泳学習  

支援ホームページを利用しないコントロール群  

（37名）とした。インターネット利用群とコント  

ロール群の児童は同じ水泳授業を同時に仝授業に  

わたって行った。   

3）期 間   

本研究の対象′ト学校体育水泳授業は、2001年6  

月13日、7月11日に行われた（実施授業7回）。  

1．はじめに   

近年のインターネットの普及にともない、教育  

現場でも2001年度までに97％以上の学校がイン  

ターネットで接続された4）。インターネットを利  

用する環境が教育現場で整う中、教育用コンテン  

ツの開発・普及の充実が望まれている。   

本研究グループにおいて体育授業における研究  

者・教師・児童の3者が協調して授業を展開でき  

るインターネットを利用した授業モデルを提案し  

てきた5）。インターネットを通して研究者から専  

門的な学習支援情報を提供することでより充実し  

た授業が展開できると考えられる。特に水泳のよ  

うに水中で行われる特殊な運動種目においては、  

専門的な情報提供の必要性は高いと考えられる。   

従来よりテキスト画像・音声情報を組み入れた  

マルチメディアの利用の有効性が示されてきた3）。  

そこで本研究では、′ト学校体育科水泳授業を対象  

とした学習支援WebSiteにマルチメディア技術を  

導入し、体育水泳授業におけるインターネット活  

用の有用性を明らかにすることを目的とした。  

2．方 法  

1）水泳学習支援WebSite   

現小学校学習指導要領の高学年の学習内容とし  

て取り上げられているクロールと平泳ぎに対する  

学習支援動画コンテンツを作成した。また、初心  

者による利用を促進する目的で水泳の基本動作で  
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また、2001年7月5日より水泳学習支援WebSite  

の利用を開始した。   

4）アンケート調査   

水泳授業における児童の学習動態を分析するた  

めに児童の「意欲・関心」「成果」「学び方」「協  

力」項目に関する形成的授業評価調査6）を行っ  

た。また実験群に対しては、水泳学習支援Web  

Site利用に関するアンケート調査を水泳授業終了  

後児童に行った。アンケートは水泳学習支援Web  

Siteの利用のしやすさ、泳法・練習方法の学習の  

有効性についてたずねた。各質問は5段階尺度で  

回答してもらい、その理由として自由記述欄を設  

けた。   

5）統計処理   

各実験群の形成的授業評価得点の推移に対し1  

要因の分散分析を実施した。5段階尺度における  

アンケート調査結果は、「1」「2」の否定的回答、  

「3」の中立回答、「4」「5」の好意的回答の3回答  

間の偏りを調べるために方2検定を行った。有意  

水準は5％とした。  

3．結果および考察   

小学校体育水泳授業において小学校高学年の児  

童を対象にインターネット利用実践を行った結  

果、6割近くの児童が水泳指導学習支援WebSite  

は「使いやすかった」と回答した。その理由とし  

ては、ビデオ映像から得た情報が有効であったこ  

とを示唆する記述が多く見られた。本多りはマル  

チメディアを利用した学習支援システムを利用す  

ることで繰り返し学習ができることが学習効果を  

向上させると報告している。本研究においても繰  

り返し動画を見られたことが良かったと記述があ  

り、マルチメディアコンテンツが泳動作のイメー  

ジ獲得に有効に活用されたことが示唆された。   

児童による水泳学習支援WebSite利用アンケー  

ト結果より、6割近い児童が本ホームページは  

「泳ぎ方の勉強に役に立った」「泳ぎ方について新  

しい発見ができた」と回答した。その理由として  

「自分の知りたい内容が理解できた」ことをあげ  

る児童が多かった。本研究で用いた水泳学習支援  

WebSiteは自分の興味のある学習内容に関する  

ページにすぐに移動することができるように細か  

く目的別にべージを分けて水泳学習支援WebSite  

を作成した。さらに目的別に様々な動画を用意し  

たことにより児童が自分の関心のある動画情報を  

瞬時に選択でき、新しい知識を獲得できたことが  

示唆された。CAIの利点として、膨大な情報の中  

から必要なものだけを学習者に提示することがで  

きることがあげられ2）、本研究で利用した水泳学  

習支援WebSiteも同様の役割を果たしたと考えら  

れることから、新小学校学習指導要領に示されて  

いる「児童個々の能力に応じた」学習を展開でき  

ると考えられる。   

しかしながら、「練習方法の勉強に役に立った」  

と回答した児童ほ2割と非常に少なく、泳ぎのイ  

メージを獲得することができたものの、実際の練  

習場面に支援情報を有効に活用できなかったこと  

が示唆された。   

5回の授業で測定した形成的授業評価得点は、  

いずれの項目においても実験群とコントロール群  

との間に変化の違いが見られなかった。その理由  

として「意欲関心」「学び方」に関しては、授業  

開始時から得点が非常に高く（2．83点、2．83点）、  

大きな得点の変化を示すことができなかったため  

であると考えられる。つ   

また、本実験において水泳学習支援WebSiteを  

単元後半に導入したために、学習支援WebSiteか  

ら得た情報を十分に実際の学習に反映できなかっ  

たと考えられる。その結果として単元終了時にお  

いても低い「成果」得点（2．15点）に終始したと  

考えられた。   

本研究において水泳学習支援WebSiteを利用し  

た児童は、インターネットを介したマルチメディ  

ア支援情報を基に泳法に対するイメージを獲得  

し、高い意欲関心を維持し水泳の学習に臨むこと  

ができたことが示唆された。しかしながら、学習  

を展開する上で練習方法に関する支援情報を有効  

に活用することはできず、水泳学習の成果に対す  

る評価を向上できないままに水泳学習の単元を終  

わらせてしまったことが推察された。   

インターネットを利用した学習支援WebSite  

は、既存のCD－ROMソフトでは扱えきれない膨  

大な支援情報を蓄積することが可能である。しか  

しながら、その支援情報を有効に学習成果の向上  

に結びつけるためには、学習者個々により最適な  

支援情報を提供できるシステム作りの必要性が明  

らかになった。今後は、学習者の技能レベルに照  

らしあわせながら、支援情報を提供できるオンデ  

マンドWebsiteを開発していくことにより、有効  

な水泳学習支援WebSiteを構築することが可能で   
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あると考えられる。  
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